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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ６ ０ 回  

２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 ２ ０ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事  テーマ：今後の株価動向について 

    将来の安定を確保する経営者のための一時払い終身保険戦略 

担  当：雑誌委員会      卓話者：妹尾和昭様 新井隆師様 

次 回 例 会      テーマ：「T S U N A G U 2 7 9 0」の報告と奉仕について 

担  当：国際奉仕委員会    卓話者：橋本幹雄会員 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ５ ９ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 

司 会  佐 野 忠 信  
 

「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 四 つ の テ ス ト 」  斉 唱  
 

お 客 様  
 
第 １ 空 挺 団 本 部  第 1 科 長  

２ 等 陸 佐  田 中 保 和 様  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  
 
２ ０ ２ ４ 年 パ リ パ ラ リ ン ピ ッ ク は 、 ９ 月 ８ 日

に １ ２ 日 間 の 熱 戦 を 終 え 盛 大 な 閉 会 式 と
と も に 幕 を 閉 じ ま し た 。 閉 会 式 は フ ラ ン ス
郊 外 の サ ン ド ニ に あ る フ ラ ン ス 競 技 場 で
行 わ れ 、 次 回 開 催 地 ロ サ ン ゼ ル ス へ の 引
継 ぎ も 行 わ れ ま し た 。 日 本 は こ の 大 会 で
金 メ ダ ル １ ４ 個 、 銀 メ ダ ル １ ０ 個 、 銅 メ ダ ル
１ ７ 個 、 合 計 ４ １ 個 の メ ダ ル を 獲 得 し 、 選
手 た ち の 活 躍 が 称 え ら れ ま し た 。  

 
今 後 の 課 題 は 、 選 手 層 の 拡 大 、 支 援 体

制 の 充 実 、 障 が い 者 ス ポ ー ツ へ の ア ク セ
ス 向 上 な ど の 強 化 と な っ て い ま す 。 こ れ ら
の 課 題 を 克 服 し つ つ 、 次 回 開 催 地 ロ サ ン
ゼ ル ス に 向 け 日 本 選 手 た ち の 、 よ り 一 層
の 活 躍 を ご 期 待 し ま す 。  

 
さ て 私 た ち は 、 毎 日 ど の よ う な 心 で 暮 ら

し 、 ど の よ う な 心 で 人 に 接 し て い る で し ょ
う か 。 日 本 に 伝 統 的 な 感 謝 や 謙 虚 さ を 表
す 文 化 に 深 く 根 差 し た 、 「 お か げ さ ま 」 は
自 分 が 何 か を 成 し 遂 げ ら れ る の は 、 他 人
の 支 え や 見 え な い 力 の お か げ 、 個 人 の 力
だ け で な く 、 周 り の 人 々 や 環 境 、 運 命 な
ど 、 あ ら ゆ る も の に 対 し て 感 謝 の 気 持 ち を
抱 く 姿 勢 で す 。 そ の 感 謝 の 気 持 ち を 心 に
留 め 、 他 人 へ の 感 謝 を 行 動 や 言 葉 で 表
し 、 日 常 生 活 や 仕 事 に 反 映 さ せ 、 具 体 的
に 、 誰 か に 対 し て 感 謝 の 気 持 ち を 言 葉 に
す る こ と や 、 他 人 を サ ポ ー ト す る 姿 勢 を 持
ち 続 け る 事 で す 。 私 た ち は 多 く の 人 に 支
え ら れ 、 今 を 生 き て い ま す 。 日 常 生 活 を
営 む う え で 、 電 気 、 ガ ス 、 水 道 な ど 利 用 し
な い わ け に は い き ま せ ん 。 ラ イ フ ラ イ ン の
背 後 に は 、 仕 事 と い う 形 で サ ー ビ ス を 支
え て い る 大 勢 の 人 た ち の 力 が あ り ま す 。
そ の 労 力 に 対 し て 、 私 た ち は 普 段 取 り 立
て て 「 お か げ さ ま 」 と い っ た 意 識 は 持 た な
い も の で す 。 サ ー ビ ス を 利 用 す る 側 は お
金 を 支 払 っ て い る し 、 提 供 す る 側 は そ れ
で 報 酬 を 得 て い る の だ か ら 当 然 と い う 見
方 も あ り ま す 。 し か し 、 こ の 会 社 を 構 成 す
る 一 員 と し て 大 切 な こ と は 、 持 ち つ 持 た れ
つ の 関 係 の 中 に い る と 自 覚 す る こ と で は
な い で し ょ う か 。  

 
迷 惑 を か け た り 、 か け ら れ た り す る こ と

も あ る 関 係 、 と い う こ と が で き ま す 。 自 分
で は 気 づ か な い う ち に 、 他 人 に 迷 惑 を か
け て い る こ と も あ る は ず で す 。 そ の 自 覚 が
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あ っ て こ そ 、 私 た ち の 心 に 「 お か げ さ ま 」
「 お 互 い さ ま 」 と い う 気 持 ち が 生 ま れ て き
ま す 。  

 
「 お か げ さ ま 」 は  自 分 を 支 え て く れ て

い る す べ て の も の へ の 感 謝 を 表 す 言 葉 。  
 
「 お 互 い さ ま 」 は  自 分 も 皆 さ ん の お 世

話 に な っ て い ま す か ら 、 自 分 も 誰 か し ら に
迷 惑 を か け て い る こ と は あ り ま す か ら 、 と
い っ た 謙 虚 な 気 持 ち が 込 め ら れ ま す 。  

 
日 本 の 文 化 や 人 間 関 係 に お い て 、 感

謝 を 大 切 に す る こ と は 、 相 互 の 信 頼 や 調
和 を 築 く 基 本 的 な 条 件 で す 。 私 た ち と い
う 人 間 は 大 勢 の 人 た ち か ら 大 切 に さ れ て
い る 、 か け が え の な い 存 在 で あ る 。 そ の
事 実 を 認 識 し た と き 、 心 の 中 に 安 心 が 生
ま れ 、 人 生 を 生 き 抜 く た め の 力 が わ い て く
る の で は な い で し ょ う か 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  
 
【 理 事 会 報 告 】  
・ 1 1 / 1 例 会 時 間 ・ 例 会 場 所 変 更  
日 程 ： 1 1 / 1 ( 金 ) 1 8 ： 3 0 点 鐘 （ 炉 辺 会 談 ）  
場 所 ： 貝 殻 亭 （ 予 定 ）  
・ R 財 団 セ ミ ナ ー に 会 長 幹 事 、 次 年 度 会
長 幹 事 、 財 団 委 員 長 ・ 副 委 員 長 参 加  
・ 新 入 会 員 伺 い に つ い て 回 覧 し ま す の
で 、 ご 確 認 を お 願 い し ま す 。  
・ 月 見 の 会 開 催  
日 程 ： 1 0 / 1 8 ( 金 )  
場 所 ： さ わ 田 茶 屋 （ 予 定 ）  
・ 1 0 月 よ り 昼 食 代 が 2 0 0 円 値 上 が り と な
り ま す 。  
・ R L I パ ー ト ２ 開 催 。 参 加 希 望 者 は お 声
が け 下 さ い 。  
 
お 祝 い  
 
結 婚 記 念 日 ：  石 渡 会 員  
夫 人 誕 生 日 ：  中 島 文 枝 様  
 

例 会 行 事  
 

ク ラ ブ 管 理 運 営 委 員 会  
統 括 委 員 長  宮 田  愼 吾  

 
本 日 は 、 第 １ 空 挺 団 本 部  第 1 科 長 ２ 等
陸 佐  田 中 保 和 様 を お 迎 え し 、 自 衛 隊 の
災 害 派 遣 と 防 衛 に つ い て 卓 話 を 頂 き ま
す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

ﾃ ｰ ﾏ ： 自 衛 隊 の 災 害 派 遣 と 防 衛 講 話  
卓 話 者 ： 第 １ 空 挺 団 本 部  第 1 科 長  

２ 等 陸 佐  田 中 保 和 様  

 
 第 １ 空 挺 団 本 部  第 1 科 長 ２ 等 陸 佐  田
中 で す 。 本 日 は 例 会 に お 招 き い た だ き 、
大 変 光 栄 に 感 じ て お り ま す 。 最 近 の 自 衛
隊 の 動 向 に 伴 う 防 衛 、 及 び 災 害 派 遣 、 災
害 活 動 に つ い て お 話 い た し ま す 。  
今 日 は  
1 . 自 由 で 開 か れ た イ ン ド 太 平 洋  
2 . 自 衛 隊 の 取 り 組 み  
3 . 自 衛 隊 の 募 集 状 況  
に つ い て ３ つ の お 話 を さ せ て 頂 き ま す 。  
 
【 自 由 で 開 か れ た イ ン ド 太 平 洋 （ F O I P ）
へ の 取 り 組 み 】  
 ２ ０ １ ６ 年 ８ 月 、 当 時 の 安 倍 首 相 が 提 唱
（ ア フ リ カ 開 発 会 議 の 基 調 演 説 、 ケ ニ ア ）  
積 極 的 平 和 主 義 、 地 球 儀 を 俯 職 す る 外
交 の コ ン セ プ ト 発 展 （ 中 国 の 一 路 一 帯 施
策 を 睨 ん だ 戦 略 思 想 ）  
 
 [ F O I P S ]   
①  法 の 支 配 、 航 行 の 自 由 等 の 基 本 的 価

値 の 普 及 、 定 着  

②  ア ジ ア と ア フ リ カ の 連 結 性 の 向 上 等 に
よ る 経 済 的 繁 栄 の 追 求   

③  海 上 法 執 行 能 力 構 築 支 援 等 の 平 和 と
安 定 の た め の 取 り 組 み  

ア ジ ア と ア フ リ カ の 連 結 性 を 向 上 さ せ る た
め Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ  各 国 と 共 に シ ー レ ー ン と な る
地 域 の 安 定 ・ 繁 栄 の 促 進 を 狙 っ た も の 。  
 

上 記 戦 略 を 受 け 、 ２ ０ １ ６ 年 １ １ 月 、 稲
田 防 衛 大 臣 が ビ エ ン チ ャ ン ・ ビ ジ ョ ン 表 明
（ ラ オ ス 、 第 ２ 回  A S E A N  防 衛 大 臣 会
合 ）  ※ 防 衛 省 が 展 開 す る 初 の 防 衛 外 交
の ビ ジ ョ ン  
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【 ビ エ ン チ ャ ン ・ ビ ジ ョ ン 】  
①  「 法 の 支 配 」 を 貫 徹 す る た め 、 海 洋 及

び 航 空 分 野 で の 国 際 法 の 認 識 共 有 促
進 支 援  

②  海 洋 安 全 保 障 の 強 化 の た め 、 海 洋 及
び 上 空 の 情 報 収 集 ・ 警 戒 監 視 、 捜 索
救 難 の 能 力 向 上 を 支 援  

③  安 全 保 障 上 の 課 題 に 対 処 す る た め 、
多 分 野 に わ た る  A S E A N の 能 力 向 上
を 支 援   

２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 、 岸 田 首 相 は 「 F O I P  の た
め の 新 た な プ ラ ン 」 を 発 表 （ イ ン ド 世 界 問
題 評 議 会 、 イ ン ド ） ４ つ の 柱 と し て 、 1 . 平
和 の 原 則 と 繁 栄 の ﾙ ｰ ﾙ 。 2 . イ ン ド 太 平 洋
の 課 題 対 処 。 3 . 多 層 的 連 結 性 。 4 . 海 か ら
空 へ 広 が る 安 全 保 障 、 安 全 利 用 で す 。  
 
・ イ ン ド 太 平 洋 地 域 → 世 界 人 口 の 半 数 以
上 の 世 界 活 力 の 中 枢  

・ 同 地 域 の 安 定 的 ・ 自 律 的 発 展 実 現 →
世 界 安 定 ・ 反 映 に 不 可 大  

・ 自 由 ・ 活 発 な 経 済 社 会 活 動 を 促 進 → 地
域 全 体 の 繁 栄 実 現  

 世 界 情 勢 の 変 化 と F O I P  の 重 要 度 の
高 ま り  

・ 力 で の 現 状 変 化 を 行 う 国 家 の 台 頭 （ 特
に 我 が 国 周 辺 国 ）  

・ 基 本 的 価 値 （ 法 に よ る 秩 序 、 民 主 主 義 ）
を 共 有 す る 国 々 と の 連 携 強 化 の 必 要 性
大  

【 防 衛 省 の 具 体 的 取 り 組 み の 紹 介 】  
・ 国 際 法 セ ミ ナ ー 、 能 力 構 築 支 援 事 業
（ 救 助 や 災 害 派 遣 の 能 力 ） 、 防 衛 装 備 ・
技 術 協 力 、 共 同 訓 練 ・ 共 同 演 習 、 人 材 育
成 ・ 学 術 交 流 、 日 本 A S E A N N の 一 体 化
事 業 等  

・ 海 上 自 衛 隊 ： イ ン ド 太 平 洋 方 面 派 遣 訓
練 （ I P D ） ※ 海 自 最 大 の 訓 練 事 業  → 令
和 元 年 の 訓 練 参 加  

・ 約 ３ か 月 、 太 平 洋 ・ 南 シ ナ 海 ・ イ ン ド 洋 、  
５ カ 国 （ 星 ・ 馬 ・ 越 ・ 文 ・ 比 ） へ の 戦 略 寄
港 、 最 大 同 時 ９ カ 国 と の 共 同 訓 練 ） 国 は
違 っ て も 国 民 を 思 う 気 持 ち に 変 わ り は な
い と い う 感 情 が こ み 上 げ て き ま し た 。  

・ 世 界 ⇔ 日 本 、 各 国 軍 人 ⇔ 自 衛 官 、 海 上
⇔ 陸 上 自 衛 官  

・ 1 4 カ 国 の 軍 人 と 交 流 、 特 に ラ オ ス 陸 軍
少 佐 と の 交 流 エ ピ ソ ー ド  

空 挺 団 ： 共 同 訓 練 、 N Y J I P  
共 同 訓 練 ： イ ン ド ネ シ ア 陸 軍 （ S C S ） 、 イ
ギ リ ス 陸 軍 （ V I ）  

N Y J I P ： 令 和 ５ 年 ４ カ 国  （ 日 ・ 米 ・ 英 ・ 豪 ）   

令 和 ６ 年 ８ カ 国 （ 日 ・ 米 ・ 英 ・ 仏 ・ 独 ・ 加 ・
蘭 ・ 尼 ） 訓 練 と い う 位 置 づ け で は な く 、 行
事 に 参 加 し て 、 降 下 の 技 術 を 交 流 し 、 連
携 強 化 を 図 り ま す 。  

※ 陸 上 自 衛 隊 の み な ら ず 、 自 衛 隊 内 で
の 他 国 参 加 最 大 規 模 の 行 事 （ c f . 2 0 2 2
年 国 際 観 艦 式 参 加 1 2 カ 国 ）  
 

【 災 害 対 応 へ の 取 り 組 み 】   

大 規 模 災 害 を 通 じ て 深 化  

・ ル ー ス 台 風 （ 1 9 5 1 年 ） ： 都 道 府 県 知 事
の 要 請 権 者 （ 長 官 若 し く は そ の 指 定 者 ）  

・ 伊 勢 湾 台 風 （ 1 9 5 9 年 ） ： 自 衛 隊 初 の
陸 ・ 海 ・ 空 の 統 合 運 用 、 米 軍 と の 連 携 、
災 害 対 策 基  本 法 成 立 、 1 3 個 師 団 編 成  

・ 新 潟 地 震 （ 1 9 6 4 年 ） ： 首 都 圏 震 災 対 処
計 画  

・ 日 航 機 墜 落 事 故 （ 1 9 8 5 年 ） ： 空 挺 団 に
航 空 災 害 を 含 む 方 面 隊 運 用 の 3 0 分 以
内 に 約 3 0 名 の 初 動 部 隊 編 成  

・ 阪 神 淡 路 大 震 災 （ 1 9 9 5 年 ） ： 市 町 村 長
か ら 各 知 事 へ 派 遣 要 請 を 要 求 、 自 衛 官
の 権 限 追 加 、 ヘ リ 映 伝 ・ 人 命 救 助 セ ッ ト
整 備  

・ 東 日 本 大 震 災 （ 2 0 1 1 年 ） ： 震 度 ５ 弱 以
上 の 初 動 対 応 部 隊 （ F A S T  （ F i r s t  
A c t i o n  S u p p o r t ）  F o r c e 、 １ 時 間 以
内 の 派 遣 ） 空 挺 団 で は 3 0 名 を １ 時 間 以
内 に 派 遣 、 2 4 時 間 以 内 に 3 0 0 名 程 度
の 部 隊 を 派 遣 で き る 初 動 体 制 を 取 っ て
い ま す  

•  千 葉 県 隊 区 ： 空 挺 団 、 八 千 代 市 担 任
は 第 ２ 普 通 科 大 隊  

派 遣 に お け る エ ピ ソ ー ド  

・ 習 志 野 演 習 場 〜 御 巣 鷹 山 へ の ラ ペ リ ン
グ 、 現 地 へ リ ポ ー ト 作 成  

・ 東 日 本 大 震 災 に お け る 原 子 力 災 害 派
遣 対 処 に 任 ず る 隊 員 の 土 気  
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派 遣 前 に は 隊 員 と の 面 接 を 行 い ま し た が 、
足 を 骨 折 し て い た 隊 員 も 、 自 ら 派 遣 を 申
し 出 て く れ ま し た 。 必 ず 任 務 を 完 遂 し 、
隊 員 の 思 い や 崇 高 な 使 命 へ の 重 責 を 感
じ ま し た 。  

V - 2 2 （ オ ス プ レ イ ） 戦 力 化 重 要  

・ C H - 4 7 J A と 比 較 し て 「 よ り 早 く ・ よ り 遠
く へ 」   

最 大 速 度 約 ２ 倍  

（ 約 2 7 0 K m / h → 約 4 6 5 K m / h ）   

航 続 距 離 約 ３ 倍  

（ 約  8 0 0 k m → 約  2 6 0 0 K m ）   

最 大 飛 行 高 度 約 ３ 倍  

（ 約 2 8 0 0 m → 約  7 6 2 0 m ）   

※ 習 志 野 演 習 場 で の 離 発 着 の 意 義 （ 木
更 津 駐 屯 地 ま で 約 １ 時 間 半 ）  
 

【 厳 し い 募 集 状 況 】  

 2 0 2 3 年 度 の 自 衛 官 採 用 率 は 募 集 人
数 の 5 1 % （ 1 9 9 3 年 度 の 5 6 % を 下 回 り  
創 隊 以 来 史 上 最 低 ） 自 衛 官 候 補 生 （ 任
期 制 ） の 採 用 率 は 3 0 ％  

募 集 対 象 の 上 限 年 齢 ： H 3 0 . 1 0 ～ 引 き 上
げ （ 3 3 歳 未 満 ）   

定 年 延 長 、 女 性 活 躍 推 進 、 処 遇 改 善 等   

職 務 の 魅 力 （ 活 躍 ・ 活 動 の 場 の 広 さ 、 資
質 ・ 能 力 の 向 上 ） の ア ピ ー ル  

女 性 の 就 け な い ポ ジ シ ョ ン は あ り ま せ ん 。
是 非 と も 、 オ ピ ニ オ ン の 皆 様 の 協 力 を お
願 い し ま す 。  

 
会 長 謝 辞         会 長  安 宅 照 男  

 
本 日 は お 忙 し い 中 、 卓 話 を 頂 き 誠 に

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
日 頃 の 災 害 に 際 し 、 陸 上 自 衛 隊 の 皆

様 が 敏 速 か つ 献 身 的 に 災 害 派 遣 活 動 を
行 っ て 頂 く こ と に 、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ
ま す 。 救 助 活 動 や 物 資 の 輸 送 、 被 災 地
で の 支 援 活 動 に お い て 、 皆 様 の 専 門 的
な 技 術 と 判 断 力 で 、 多 く の 命 が 救 わ れ 、
多 く の 人 々 が 再 び 日 常 を 取 り 戻 す た め
の 道 筋 の 確 保 な ど 、 皆 様 が 常 に 前 線 で
奮 闘 さ れ て い る 姿 勢 に 敬 意 と 感 謝 を 感
じ ま す 。  

 
今 後 と も 引 き 続 き 、 安 全 で 安 心 な 社 会

を 守 る た め に ご 尽 力 い た だ く こ と を ご 期
待 す る と 共 に 、 皆 様 の ご 健 勝 と 安 全 を お
祈 り 申 し 上 げ ま す 。  

 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 2 5 , 0 0 0 -  
 
☆ ８ ２ 歳 に な り ま し た 。 早 い で す ね 。 石 渡  
☆ 妻 の 誕 生 日 お 祝 い  

あ り が と う ご ざ い ま す 。   中 島  仁  
☆ 田 中 様 卓 話 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
宮 田 ・ 中 島 貞 好 ・ 稲 山 ・ 江 口 ・ 杉 山 ・ 菊 川  
上 代 ・ 杉 ・ 飯 田 ・ 山 浦 ・ 風 間 ・ 日 下 部  
☆ 9 / 1 1 社 福 ｺ ﾞ ﾙ ﾌ ｺ ﾝ ﾍ ﾟ に 参 加 頂 い た
会 員 の 皆 さ ま 、 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま
し た 。  社 会 奉 仕 委 員 会  
☆ 先 週 欠 席 し ま し た 。  日 下 部  
☆ 欠 席 が 続 き ま し た 。  齋 藤 敏 夫  
☆ 日 本 会 議 八 千 代 支 部 へ の 寄 付 あ り が
と う ご ざ い ま す 。 今 後 と も よ ろ し く お 願 い
致 し ま す 。  江 口  

☆ 前 回 欠 席 し ま し た 。  山 﨑 ・ 佐 久 間  
 

～ 友 愛 B O X ～       ￥ 9 , 0 0 0 -  
 

☆ 田 中 様 卓 話 楽 し み に し て い ま す 。  
安 宅 ・ 朝 戸 ・ 栗 原 ・ 遠 藤 ・ 江 頭  
浅 野 正 敏  
☆ 小 林 さ ん 頑 張 れ ！  渡 邉  
☆ １ ３ 日 の 金 曜 日  

黒 ネ コ に 気 を 付 け ま し ょ う 。  葉 山  
☆ 連 日 暑 い で す 。  納 富

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ９ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ５ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

９ / 1 3  ５ ５  ５ １  ４ １  8 0 . 3 9  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■ 出 席 委 員 長  納 富  修 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 月 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


